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生物試料の微細加工技術の開発および加工断面の微

細構造を解析するため、産総研 NPF 施設および筑波大

学の設備を利用して、微細加工および加工断面の観察を

行った。 

１．概要（Summary） 

 

【利用した主な装置】 
２．実験（Experimental） 

FIB-SEM, FIB 
【実験方法】 

ヒト細胞より、微細構造を保持できるよう、穏和な条件で

抽出した細胞内小器官を試料として供試した。FIB による

微細加工に際しては、装置内においてタングステンでコ

ーティングした後に、薄片化を行った。FIB-SEM による

微細加工断面観察に際しては、事前にコーティングした。 
 

産総研の FIB-SEM 装置において、薄片化を行い、試

料の構造を保持しつつ、厚み 0.1μm の薄片を作製でき

た(Figure 1)。FIB 装置においては、手動で連続的に約

50-100nm 間隔で連続的に試料を切断加工し、加工断

面像の撮像を行うことができた。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

また、筑波大学の FIB-SEM を利用して、自動的に

10nm間隔での50-100回の連続加工および加工断面の

連続撮影を行うことができた (Figure 2) 。 
 

 
Figure 1. Nano-processing of biological material 
by FIB. A. A section in 2um thickness. B. The 
section is processed to 0.1um in thickness.  
 

 
Figure 2. Automatically nano-processed biological 
material by FIB-SEM.  
 

飯竹昌則様（産総研 NPF）、村上勝久先生(筑波大学)に
感謝いたします。 

４．その他・特記事項（Others） 

 なし。 
５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

 なし。 
６．関連特許（Patent） 


